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あらまし：本研究では，熟練者と未熟者の視線動向を視覚的に提示することで，改善方針を意識させる論

文推敲支援の実現を目指す．そのために，熟練者による添削，未熟者による修正それぞれの作業における

注視箇所，両者の差異，添削意図から外れた修正が疑われる箇所を抽出する手法を開発する．その上で，

熟練者と未熟者の注視箇所，文章の変遷などを対応づけて提示する手法を開発する．本稿では，主に，論

文推敲支援の枠組みについて述べる． 
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1. はじめに 

研究・教育において，熟練者の添削結果に基づい

て執筆論文を修正すること（論文推敲）は，重要な

作業である．このような論文推敲では，熟練者によ

る添削時コメントを執筆者が十分に理解した上で検

討・修正を重ねるべきである．例えば，熟練者が添

削する際に，論文全体から修正すべき文章（添削箇

所）と関わりのある文章を注視しながら，添削コメ

ントを書くことがある．しかし，推敲経験の浅い者

は，熟練者の添削意図を上手く理解できず，折角の

コメントを論文改善に活かし切れないケースが少な

くない． 

これに対して，大学などの教育機関では，教員に

よる学生の研究指導の中で，論文添削が行われてい

る．教員は，十全でない学生の文章に苦心しながら

も「何故指摘されたのか，どう直したら良いのか」

を考えさせようと添削するが，学生が十分に吟味せ

ずに修正してしまい，添削内容に対して期待した推

察・検討が行われないケースがしばしば生じる． 

本研究では，熟練者の添削意図と未熟者の修正意

図の差異を示唆することにより，未熟者に改善方針

を意識させる仕組みの開発を目指す．これにより，

論文推敲に対する新たな支援の実現を目指す． 

 

2. 問題点と支援方針 

2.1 未熟者の論文推敲における問題点 

まず，未熟者は熟練者の添削意図を上手く理解す

ることが困難である（問題点 1）． 

次に，論文推敲の経緯（論文の添削と修正をどの

ように積み重ねてきたのか）を把握することが困難

である（問題点 2）． 

2.2 関連研究 

論文の自動添削システム(1)や日本語文章の解析ツ

ール(2)などが報告されている．これら既存システム

は，文法の正しさや語彙の豊富さ，文章の長さなど，

表面的な校正に主眼を置くものが殆どであり，「論文

中の論理展開や説明の適切さなど熟練者によるチェ

ックがより重要な部分の推敲に対する支援」として

は十分とは言えない．また，学習者同士での相互添

削を支援するシステム(3)が報告されている．学習者

に多角的な検討・推察を促すことには一定の有効性

が認められるものの，添削の質が学習者の経験に依

存することや，論文を改善するための具体的な方針

を意識させることまでは考慮していないなど課題が

残る． 

2.3 方針 

本研究では，2.1で整理した問題点を解決するため

に，以下の手法を開発する． 

 熟練者と未熟者の注視箇所抽出手法（問題点 1に

対応） 

 論文推敲経緯抽出手法（問題点 2に対応） 

これらの手法を導入して，論文推敲経緯把握支援

システムを開発する．これにより，熟練者と未熟者

の注視箇所，文章の変遷，誤修正箇所を対応付けた

推敲経緯の観察を通して改善方針を意識させること

で，論文推敲の新たな支援の実現を目指す（図 1）． 
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図 1 論文推敲支援の概要 

 

3. 熟練者と未熟者の注視箇所の抽出 

まず，熟練者がある箇所を添削する際にその部分

と合わせて見ている箇所（注視箇所）を，特徴的な

視線動向と共に抽出する．このとき，熟練者の視線

動向の抽出には，設置型の視線計測装置を用いる．

特に，一定の停留が見られる箇所，添削時特有の視

線の動きなどを重視して，注視箇所を選定する．こ

れらの注視箇所と視線動向を添削箇所・コメントと

対応づけて蓄積する． 

次に，未熟者がある箇所を検討・修正する際の注

視箇所を，特徴的な視線動向と共に抽出する．未熟

者の注視箇所の抽出についても，基本的には熟練者

と同様の方法で抽出するが，未熟者の視線動向であ

ることを踏まえて実際状況の精査を経ながら検討す

る．その上で，添削箇所ごとに熟練者と未熟者の注

視箇所を比較する．具体的には，添削箇所と合わせ

て注視している文章の範囲や注視箇所の停留時間に

着目する．これにより，熟練者と未熟者の注視箇所

の差異を抽出する（図 2）． 

 

 
図 2 熟練者と未熟者の注視箇所の差異抽出 

 

4. 論文推敲経緯の抽出 

まず，実際の論文修正作業の精査に基づいて，添

削意図に応じた修正による文章変化の典型パターン

を整備する．この典型パターンを用いて，未熟者に

よる修正箇所を分析することで，添削意図に沿わな

い修正が行われている恐れのある箇所を抽出する． 

次に，添削箇所ごとに，熟練者と未熟者の注視箇

所，推敲による文章の変遷，添削意図から外れてい

る可能性のある修正箇所を対応付けることで，論文

推敲経緯を抽出する． 

さらに，推敲作業の精査結果を踏まえて，未熟者

の経験度合による「優先して検討すべき箇所（問題

の種類）」の指標を整備する．これに基づいて，経験

度合に応じた論文推敲経緯の提示手法（優先順・範

囲）を開発する． 

 

5. 論文推敲経緯支援システム 

上述の抽出手法をそれぞれモジュール化したもの

をサブシステムとする形で，熟練者と未熟者の添削・

修正意図を体現する注視箇所の抽出から，熟練者と

未熟者の注視箇所の差異の抽出，添削意図に沿わな

い修正箇所の抽出，論文推敲経緯の抽出・提示まで

を担う支援システムのプロトタイプを開発する． 

これにより，熟練者と未熟者の意図や注視箇所の

差異を含めた推敲経緯を現実的に観察できる形で提

示する． 

 

6. おわりに 

本稿では，主に，熟練者の添削意図と未熟者の修

正意図の差異を抽出・示唆することで，改善方針を

意識させる論文推敲支援の枠組みについて述べた．  

今後は，論文添削・修正作業の実際様態の分析を

重ねつつ，提案手法の検証・改善を進めたい． 
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